
交流地域  交流地域 

北秋田市七日市地域の古民家「長岐邸（北秋田市指定文化財）」に

青森県で地域おこし活動に取り組む皆さん（計38人）が訪れ、七日

市の「おさるべ元気くらぶ」メンバーと意見交換会を行いました。青

森の皆さんは旧家を活用した七日市の活動が興味深かったらしく、

今後もお互いに交流していこうと盛り上がりました(^^) 

青森県の地域団体が北秋田市を訪問♪ 

●青森県の地域団体 

●北秋田市・七日市 

平成27年 
11月1日交流 

地域活動の研修♪ わらび餅づくり♪ 石窯ピザ体験♪ 

元気 通 信 ム ラ ０ １ 

              平成２７年１１月～平成２８年１月の現地トピックス 

元気ムラ通信は秋田県活力ある集落づくり支援室が運営する「秋田県のがんばる農

山漁村集落応援サイト（通称：元気ムラ応援サイト）」で紹介している地域活動を、より

多くの皆様に参考にしていただくために発行しております。 

北は小坂町、南は湯沢市まで秋田県の元気な集落の情報満載!! 

●発行日：平成28年2月1日 

●Ｔｗｉｔｔｅｒアカウント→@akitagenkimura 

●ｆacebook→「あきた元気ムラ」 

元気ムラ 

あきた元気ムラ 
応援サイトは 

で検索 

元気ムラサイトを 
携帯電話・スマート 
フォンで見たい方は 
←こちらから！ 

号 

サポート窓口は全県の市町村に設置されています。地域づくりのアドバイスや事例紹介、研修先のコーディネートな

ど、地域づくり活動のお手伝いをいたしますので、お近くの市町村の窓口をご利用ください。 

地域間交流をしてみたい時は「地域コミュニティサポート窓口」にご相談ください 

地域間 
交流 
リポート 

お互いの地域を行き来して 
 地域活動の可能性を見つけよう♪ 

●由利本荘市・中直根 

●由利本荘市・薬師堂 

平成27年の元気ムラ大交流会の事例発表

をきっかけに、沢口地域（13集落）が常盤

地域（14集落）を訪れました。北秋田市と能

代市の地域コミュニティサポート窓口を通じ

て交流が実現しています。沢口の皆さんは

常盤の加工所や、NPO法人常盤ときめき

隊が朝市を開いている上町地域の夢工房

咲く咲くを見学。地域間を越えた連携のお

話に耳を傾けていました(^^) 

八木沢地域の佐藤敏雄さんが三ツ方森地域

を訪れ、猪股会長とわらび粉づくりについて

話し合いました。「八木沢で何かできること

を」と考えていた佐藤さんは、休耕田でわら

び栽培をしています。「集落の魅力づくりにな

れば」とわらび餅づくりをやってみたそうです。

猪股さんも「（佐藤さんは）89歳とは思えない。

とてもしっかりしている人。逆にこちらが元気

をもらった」と話していました(^^) 

平成27年 
11月28日交流 

●上小阿仁村・八木沢 

●由利本荘市・三ツ方森 

●北秋田市・沢口 

●能代市・常盤＆上町 
交流
地域 

交流
地域 

交流
地域 

平成24年に能代市で開催した元気ムラ大交流会をきっかけに始

まった両地域の交流会。これまでは両地域を行き来しましたが、3回

目となる今回は秋田市河辺のユフォーレに集まりました。会場には

いくつかの人の輪ができ、料理の作り方を聞くなど、お話に花を咲

かせていました。4回目の開催が楽しみですね(^^) 

3回目の重箱交流会を秋田市で開催♪ 

由利本荘市街地の薬師堂地域の皆さんが

山間部の中直根地域を訪れました。中直

根のお母さんたちからピザの作り方を教え

てもらいながら、雪景色の中で石窯ピザ体

験を楽しみました。この日は小正月行事

「才ノ神焼き」も行われ、高さ5m近くある稲

藁を積み上げた「才ノ神」に火をつけ、今年

の作柄を占う行事に紅白餅を焼きながら

参加しました(^^) 

平成27年 
12月24日交流 

平成28年 
1月9日交流 

なかひたね 

●東成瀬村・椿台 

●上小阿仁村・南沢 

平成27年 
11月15日交流 



上小阿仁村 南沢   地域 

【写真】千葉県柏市の京北スー
パーに露地ミョウガやクルミ、栗
を出荷しています。 

にかほ市 

白欠        地域 しらかけ 

琴浦        地域 

    元気ムラ支援室からのお知らせ 

下荒屋    地域 

【写真】国指定の無形民

俗文化財「盆小屋行事」

を継承しています。 

にかほ市象潟 

【写真】自治会で福祉

部を立ち上げ、サロン

活動を行っています。 

自慢の漬物に、自分たちで作ったラベル

を貼り、販売にチャレンジしました！ 

 平成27年11月28～29日の2日間、秋田駅西口のぽぽ

ろーどで「地域の元気お届けマーケット」と題し、元気ム

ラの物産市を開催しました。「稼ぎの場」「勉強の場」

「交流の場」「地域ＰＲの場」として、地域をPRしながら

自慢の逸品を販売し、交流人口の拡大を図ることが目

的です。今回は県内10地域が出展しました。次回開催

は下記の日程を予定していますので、秋田駅にぜひ、

お越し下さい。お待ちしておりま～す(^^) 

募 集 中 ！ 

●日時：平成28年３/５（土）～３/６（日）  
●時間：9：30～15：30 
●場所：秋田駅西口ぽぽろーど 

地域の元気お届けマーケットを 
開催しました！ 

末広町    地域 

金浦        地域 

【写真】高さ4ｍを越え

る道祖神「鹿島様」の

伝統を継承しています。 

【写真】地域の賑わい

づくりを目的にピザ窯

と炭焼き窯を活用して

います。 

【写真】旧金浦町の13の集落で
構成され、伝統芸能・金浦神楽
が受け継がれています。 

【写真】伝統芸能・仙道番楽の保
存継承や地域住民による店舗運
営活動を展開しています。 

活動報告 

●鹿角市・三ツ矢沢地域 

●大館市・山田地域 

●能代市・鶴形地域 

●男鹿市・鮪川地域 

●男鹿市・中石地域 

●由利本荘市・赤田地域 

●仙北市・田沢地域 

●仙北市・白岩地域 

●横手市・亀田地域 

●横手市・三又地域 

新たな元気ムラ７地域が加わりました！ 
平成27年度、元気ムラ応援サイトに新たに７地域が加わりました。 

右のＱＲコードを携帯電話・スマートフォンで読み取ると、 

産地直送ブログから新地域の活動をご覧になれます！ 

湯沢市岩崎 

鹿角市八幡平 

にかほ市平沢 

仙道    地域 羽後町 

県内の元気ムラ 

１０地域が自慢の 

逸品を販売しました 

十
一
月
に
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展
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た
地
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平成28年度 
過疎地域等集落ネットワーク圏

形成支援事業の募集 

集落の維持・活性化を図るため、基

幹集落を中心に周辺の集落との間で

「集落ネットワーク圏」（小さな拠点）を

形成し、住民の「くらし」を支える生活

サポートシステムの構築や「なりわ

い」を継承・創出する活動を、国の事

業を活用して実践してみませんか？ 

集落ネットワーク圏を支える

中心的な組織（地域運営

組織） 

1事業あたり 2,000万円を

上限として交付 

集落ネットワーク圏の形成に

係わる取組及び、地域運営

組織が作成した活性化プラ

ンに基づく事業 

平成28年１月下旬より 

2月下旬まで（予定） 

実施 
主体 

交付
額 
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事業 

応募
期間 

詳細は各市町村の地域コミュニティ

担当課、又は元気ムラ支援室にお

問い合わせください。 

次回 
開催日 

産地直送ブログの読み取りＱＲコード▲ 

しも 
あらや 

ことうら 

すえひろ 
ちょう 

このうら 

みなみ 
さわ 

せんどう 

●山内三又麓友会（横手市） 
●藤里町社会福祉協議会（藤里町） 

【平成27年度の実施団体】 



横手市・狙半内地域 

金浦の赤石集落、象潟
の下荒屋集落でも行わ
れています。 

  仙北市・白岩地域 

●平成28年2月6日（土）17:00～20:00 

●会場：仙北市角館町白岩平城（本町通り） 

●電話：090-7793-1635（プロジェクトS・下田） 

●平成28年2月13日（土）16:00～20:00 

●会場：能代市上町・柳町・畠町・駅

前・西大通り  ●電話：0185-52-4617

（のしろ白神ネットワーク） 

●平成28年2月21日（日）9:00～ご神木

切り出し、15:00～ご神木起ち上げ、

18:00～点火儀式（19:00頃終了）●会

場：葛黒集落  ●電話090-6101-8906

（おさるべ元気くらぶ・長岐） 

２月の元気ムライベント情報 

戦国時代に堀回を治めた小野寺一族ゆかりの小正
月行事で、女・子供を外敵から匿うために作った「か
まくら」や「用心めぐり」が伝わっています。用心めぐ

りは火の用心も兼ね、元西総合センターを出発地点
に子供たちが地域を練り歩きます。今年は2月7日
（日）開催です。 

冬の伝統行事 
元気ムラ地域に伝わる 

雪の田圃に稲わらと大豆の豆殻を植えて、一週

間後の状態を見て、その年の作柄を占う中野地

域の小正月行事です。2月11日（木）、中野地域の

高齢者生産活動施設で行います。  

かまくらと 
 用心めぐり 

第15回 白岩城址燈火祭 

山城に灯された500個のかがり火が 
幻想的な麒麟の姿を描きだします。 

能代市・上町地域 

第17回のしろまち灯り 
北秋田市・七日市地域 

葛黒の火祭りかまくら 
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秋田の○○が食べたい 
元気ムラ支援室に「昔、秋田に住んでいて今は首都圏にいます。

子供の頃に食べた茄子の花ずしが食べたい」という問い合わせが

ありました。同様に鹿角のしそ巻き大根、八峰町の石川蕎麦を購

入したいという問い合わせが続き、連絡してきた方は皆「東京では

手に入らない」「手作りの味が懐かしいので食べたい」と話していま

した。私たちが秋田で普通に食べてい 

る食材も、遠く離れている人々にとっ 

ては希少価値のあるものに変わるよ 

うです。そのうち、皆さんの地域の○○ 

を食べたい！という問い合わせがくる 

かもしれませんよ(^^) 

Genkimura Events Schedule 

能代市内外で活動する複数の団
体・商店が連携して行うイベント♪ 

高さ13ｍを越えるご神木を 
1時間かけ、みんなで起ち上げよう！ 

大
館
市
中
野 

●平成28年2月13日（土）～14日（日）点灯・夕方 

●会場：狙半内地域の沿道10ｋｍ ●電話：0182-45-9020（狙半内地域センター） 

元祖さるはんない幻灯 

狙半内の6集落の住民により 
雪壁に3000本のろうそくが灯されます。 

角館の伝統・ 
火振りかまくらも 
あります！ 

狙半内の 
沿道に幻想的な
景色が！ 

鶴形そばと 
常盤の石窯ピザ 
も登場♪ 

ご神木を 
立ち上げる 

参加者募集中！ 

初午は「2月最初の“午”の日」のことで、
「お稲荷様」のお祭りです。 
にかほ市の象潟地域の集落で 

よく見られる行事で、子供た 
ちが地域内を練り歩きなが 
ら獅子舞を奉納します。 

に
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大
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成 

150年前から行われていたとされる行事で、天筆

焼き、紙風船上げ、雪中田植えが行われます。

朝から小神成地域の田の尻集落の住民が一丸

となって準備を行い、夜には行事を楽しみ、お酒

を飲みながら語り合う、集落の親交を深める場に

もなっています。今年は2月14日（日）19:00から、

田の尻生活改善センター前で行われます。 
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火祭り （紙風船上げ、 天筆焼き） 



 平成27年10月24日、栽培体験教室に参

加した方と集落の方が集まり、「収穫感謝

祭」が開かれました。収穫感謝祭には30人

以上が集まり、小倉集落の公民館に収まり

きらない程だったと言います。 

 「今年はゆっくり会話を交わす前に飲ん

でしまって（笑）。だから、来年はゆっく

りと話す時間を、お酒を飲む前に作りたい

と思っています」と廣勝さんは笑います。 

 外の様子を知る他出者の皆さんとの会話

が、高齢者の皆さんと外の世界を繋ぐパイ

プになる。そして、一度外の様子を知った

皆さんだからこそ、小倉集落に対する的確

なアドバイスをもらえるのではないか、そ

う廣勝さんは話します。 

 「今は五城目町の未来づくりプロジェク

トの助成をもらっているけど、その後どう

する、という話も出てくる。それでも継続

していくことが大事」。 

 今後は、体験教室で栽培したセリを活用

した活動も視野に入れ、小倉集落の活動は 

これからも続いていきます。 

     ●●●●● 小倉集落の活動  ●●●●● 

12世帯29人が暮らし、40年以上も前から各家々でセリの

栽培が行われています。平成27年から、他出者が気軽に

戻ってこられるよう、「セリ栽培体験教室」を開始しました。

また、五城目町指定文化財の「かすみ桜」までの散策路

を集落の方々で整備し、地域の宝物を守る活動も行われ

ています。 

 「他出者との心の繋がりを大事にしていき

たい」そう話すのは、小倉集落の町内会長を

務める佐藤廣勝さんです。 

 平成27年8月6日、小倉集落に絵灯籠の灯り

がおよそ20年ぶりに灯りました。20年前に行

われていた「七夕まつり」が復活し、元気な

太鼓の音とともに、集落の子供たち4人と集

落内を一周しました。廣勝さんは「おばあ

ちゃんたちも参加してくれて、良かったな

あ」と目を細めました。 

 小倉集落に住むご高齢の方は、集落外に気

軽には出かけられず、外の人と交わることが 

少ないのだと言います。そこで、廣勝さんは、

他出者の方が気軽に戻って来やすいように、

40年以上も前から地域で栽培している「セ

リ」を使った活動を思いつきます。 

 セリのオーナー制度です。セリ田を16区画

に分け、セリの栽培体験教室を開きました。

集落に自分が管理するセリ田があれば、収穫

する時に気軽に集落に戻ってこられる。それ

が、廣勝さんのアイディアでした。 

声 

  元気ムラ支援室は「住民主体」の地域づくり活動を支援しています。 

●地域づくり活動事例の出前講座 ●GB（じっちゃん・ばっちゃん）ビジネスの支援 
●集落間交流のコーディネート など。お気軽にご相談ください。 
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小倉集落 佐藤廣勝さん 

地域からのメッセージ Vol.9 

元気な地域の 
想いを発信！ 

●住所／〒010-8570 秋田県秋田市山王4丁目1-1 
●電話／018-860-1215 ●FAX／018-860-3875 ●E-mail katsu@pref.akita.lg.jp  

●発行／秋田県 活力ある集落づくり支援室（元気ムラ支援室） 
お問い合わせ 

こんな活動を 
しています♪ 

五城目町
内川 

※2015年12月14日にインタビューした内容を掲載しました。 

ひろかつ 

収穫したセリを使って収穫感謝祭♪ 

おぐら 

たしゅつしゃ 

写真提供：五城目町役場 


